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歴史的⾳源アーカイブ

録⾳⾵景 (1950s)
https://www2.ninjal.ac.jp/conver

sation/showaCorpus

⼩津安⼆郎
”東京物語“ (1953)

Aerosmith
“Dream on” (1973)

 NASA
Apollo 11 (1969)

録⾳は歴史のスナップショットとしての⾳メディア．
⾳声‧⾔語‧⾳響を通時的に扱い，歴史‧⽂化を識ることができる．

https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/showaCorpus
https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/showaCorpus


(何もしなければ) 歴史は消えていく

4ディジタルメディアの前の収録機器は劣化していく．廃棄されていく．



プロジェクト⽬標

• ⽬標1：AI ⾳声復元技術の開発
• 実際の歴史的⾳源に耐えうる⾳声復元技術の開発
• オープンソース化

• ⽬標2：東北⽅⾔昔話コーパスの開発
• 東北⽅⾔昔話⾳源のディジタル化
• ディジタル化⾳源のアノテーション
• オープンソース化
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本セッションの内容

• ⾼道, ”プロジェクト概要”

• 佐伯, ⾼道, ”歴史的⾳源のみから学習可能な⾳声復元技術”
• 機械学習を⽤いた⾳声復元技術
• ⽅⾔⾳声を含む，⾳声基盤モデル⽤データセットの策定

• 丹治, 庄司, 佐藤, ⾼道, ”東北⽅⾔昔話のオープンコーパス化”
• 東北⽅⾔⾳声データのディジタル化
• ⾳声データのアノテーション，分析

研究代表者の⼤学異動＆主宰研究室の⽴ち上げにより，
本年度はあまり進捗がありません．ご容赦ください．


